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記事拠載についてに依頼）

平成28年4Jﾖ吉日

日本通所ケア研究会

福UJ認加症ケア４究会

会長　妹Ｍ　Ｒ幸

拝啓　時下ａ々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素よりリハビリ・介護・福祉ﾀy・等におけるご尽力の程．ａ・いたしております。

さて、この度当会では,介護分回;におけるリハピリ･ａｔSI練の技術向上を回るべく『効果を出す！

リハビリ・機能■練・トレーニングの工夫ilF修会』を開催する事となりました。

今回の研修では、“生き行為「白1上のための身体機能・ほ動、参加、歩行・転倒予防のll練”をテー

マに、個別機能lll練・個加リハに対応した16のプログラムを構築いたしました。

つきましては、貴会・行の会報、ホームページに４ま会開きの情報を掲載していただき、まく会員
の皆様にお加らせいただければ僥倖です。

FQ容につきましては、回封のちらしにてご確Ｓをお願いいたしまず。

ご都合もあることと存じますが、上記ごＷ察の上何卒よろしくお順い申し上げます。
敬具

記

1.研修あ：効果をｉす！リハビリ･機能lll練･トレーニングの工夫iFま会
http://ｗｗｗ.tsｕｕsho.ｃｏｍ/rｅｃ-rｅｈａ/

2.日時　　2016年７１２日(土)9:46～17:00

8.会楊　：ウィリング横浜(神奈J11県横浜市港南ぼ上大回西1-6･1)

4.参加費:15,000 Pﾖ(税･資料代iきみ)

6.その他：肖日の各分科会の移動は各時回帯ご自rねにおＥきな講座へご参加いただけます

会ジ かご･柚 俸

② ⑩

<お問合せ先>日本通所ケア研究会

福Lね認加症ケア研1ﾀﾞt1会事務JI
担肖：小川

〒721-0902まあ県福ぱJ市春日回丁浦上1205

TEL(084)971－6686

FAX(084)948－0641２８,４,２１
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～身体機能、活動・参加、転倒予防、歩行訓練～

[日時]2016年

71112 日0 17?oo
[Ｓ・]ウィリング横浜

(神Sjl県横浜市Ｓ南Ｋ上大岡SI-６-1)

[Ｓ皿]15,000 FI(ｌ・
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・道具や環境の工夫でご利・者の「できる」が増える!

・リハ職,介ｌｌなどの多職種でＳ果の高いアプローチを実現!

・ご利・者の心が動くアイデアの提示ができる

・左宅!IEiをll野に入れたＳｌａ!lなプログラムのノウハウが分かる

・訓練した動作が生活に定着する支援方法が分かる

・「できそうなこと」「したいこと」を導き,運成感が昧わえる工央

その入らしい本来のllES行為に近づける！取り戻す！

ごIUJilきの生活課題を解決するための活勤や実践例を 大公開!!

「活動」「参加」が焦点

■活機能を高める

III練・道具の工夫

lは原ｉｌの対ぷが必ｌ

曇新かつ総音S!lな

1譲|予ｌプログラム

身体機能は改善できる

複合的な運勤
プログラムの実践

リハピリ効果が§増する
動きのコツ
皿皿－－皿－皿皿皿－皿－－皿－

iEしく楽な
歩行訓練のコツ

１６の分科会から興味のある講ｓを自由に選択できる！
9:41
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野Eﾖ和美氏

ｌ　ｌ

認知症機能
(E恨･まS･見扁識など)

を高める訓練

妹尾弘幸．　　冒　　惣ト清光ji ９　　生・・ｾﾞIE

分科会！

転倒予防の筋ﾌﾞ]・
ＲＯＭ・感覚トレーニング

分科会i

現場で人気の集団トレーニング10

～14本1鵬lをalする10を俐l～

分ｎａｌ,･

歩行訓練の基本
・Sfyつ評価Siトップ3

・1行の見きと爽練の・め方

休憩

分９ｔｉ’

--

ＡＤＬ維持・改善の
模擬的訓練の工夫

分享4Ei.

転倒予防VACトレーニング
[Viaion(視覚)attSnｾﾞon(建意)CQgnlｾﾞon(睡知)]

分科会ｉ

筋力増強トレーニング
・効乗をｉす工夫とＳＳ

・楽しみながら行う集団トレーニング

・筋トレマシンを使わないトレーニング

分μ会Ｓ

強いPﾖl,下ISなどの方の
i行回||縦のSめ方

休憩

;1科会１

事業所で行う

IADL維持・改善の
模擬的訓練の工夫

分りiiM

ペルビック(骨盤)体操・
l自予lのilllトレーニング･
バランス訓練

yl4911

楽しくＳ果のあるストレツチ･
関節可動域訓練など
･効sをiす工夫と実践
･目s9別ｽﾄﾚﾂﾁｴｸｻｻｲｽﾞ

発症から長期経週している
片麻輝の方の歩行訓練の
進め方

休憩

分ねＳＳ

寝たきりに近い方への
活動･参加訓練

分料Ｓ斡

身体認知、自己能力Ｓ知、
自E4体と環境との回係l國]、
生態学的アプローチ

がQa参

人気のパランス訓練10

:SogZ

分ＭＱｉ

パーキンソン・

glきずり歩行の方の
歩行訓練
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「心身機能」「生活機能」の維持・向上に直結する
活勤・参加のプログラムを体験していただきます.1

NＰＯ法人日本介腰福祉敦育研修機構Ｓま講ｉＳ学療法士

【当日のpり容】ＳＳほＳこよってぎＷになる・きがございます
分科会①

認知機能(記憶･注意･見当識など)を高める訓練
・Ｅ憧・注・・・ｉ瀕それぞれのＳ・とそれに伴うアプt]－チについて
・i3億・注・・・ｉ禰を・すディでの・・
・Ｅ憧・注意・・ｉ欄を・すをＳでの・・
・ごま族やき縁種へのＳ億など

９科会⑤

事業所で行うADLll持･改善の横擬的訓練の工夫
・きＡＤＬにおいて"ｇがajまないのか"というポイントをタl極める
・・体・ＳＳ・・i3・Siきそれぞれの・４からのアプロチ
・知らない同にADLトレーニング
．"少しずつできる'ごiU・きとＳびを・かち合える関わﾘなど

皿

事業所で行うIADL維持･改善の横擬的訓練の工夫
・各IADLにおいて“何ができないのか”ポイントをjl極める
・ありがとうの笑顔がＳえる“承Ｓ欲求”を満たす開わり
・残き鮑力をglきｉす・墳・定こそリハ職のＳの・せどころなど

皿

寝たきり|に近い方へのＳＳ･参加訓練
・F入賄4ｺはほぽllたきりでil・・もほぽＳたきり」状態の方のＦ価と訓細
・本ｉに・たきりですか9
－－－－・:－－一－:－:－
・コミユニケションがａしむりぢの目|・・・とプログラム

年おを・ねても・体・・はミきできる

あい介鬘老人保健施設理学療法士

高齢者の!IE活動作能力を改善するために必要な

複合的で多様な運動Ｓ素を含んだプログラムを

実際に体験していただきます

llrg!λ気の集団トレーニング10～身体機能を改善する10の体操～|

分科会⑦

筋力増強トレーニング

Srtl果のあるストレッチ･回節可１域回|融など～ｓｌをｉす工央と実践～|
■■a■■■■回■'|

分科会⑩

人気のバランスlll練10～座位でのパランス訓Ｓ･立位でのバランス訓Ｓ～

自
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目
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雷Sク，

ＳＳ予ＳはＳＳ別のＭにか必・ｉ・欠

Ｊ

NＰＯ法人日本介護福祉教育研修機構!l事ａ !I学皇法士

【11日の内・】●ＳｌａｉｌこよｺてＳ・lag・Ｓ合がごSIます
ＳＳ

転倒予防の筋カ･ＲＯＭ･感覚トレーニング
・1111予ＳにＸ・な関節のROMex(関節ig勧域111紬),・ｌ節のROMex,１部のＳｅ性ゆ上
・・・予防に・・な６大筋の筋力増強lll練(ベーシック法,スロー筋トレ,白ﾖE訓練)
･㎜㎜㎜㎜|･＝＝･Iia･･■Iia･.㎜･I|･j＝･=･・・･幽・･=

|練,j1部トレーニングなど

分科●⑤

転倒予防のＶＡＣトレーニング
・ＶＡＣトレーニングとは711倒予防とＶＡＣ
・ビジョントレーニング：ビジョンとは,・球・動トレーニング
・アテンショントレーニング：アテンションについて,ＳＳ・蕎訓紬,脳足トレーニング
・コグニショントレーニング

レーニング･バランストレーニング

・ベルビックトレーニング:ll磐の動き.・・のＳＳ４tについて.・Ｓ体禰
・・倒予防反射訓紬：垢倒予防のき反射↓・射の・素Jil射|||練
・パランス剽紬：バランスのil類,Ｆ・,バランス馴雑など

SＳ

身体認まU･自己能力認Ｓ･自Ｅ身体と環境との関係認知,生態!ilSりアプローチ
・身体ＳＳＩ・：１体Ｓ・とは,をllSilと転41.１ＳＳｌｉｌｌ練
白己能力Ｓ知自ａ能力Ｓﾀnとは自皿白ａ能力釧練
・白Ｅ身体と葦墳Si]:白ａ身体と・墳のＳﾀUとは,白己41本と・墳Slgll練など

動きのコツ研究所代表／Ｓ学療法士

圖日の内・】・iS四によってＳ・になるＳきかございます
分科会④

歩行lll練の基本
・ヒトが歩くメカニズム
・歩きにくさの原・の・べ方
・歩行介勣のポイント(実技)
・Ｓに歩くためのコツ(実技)など．

四皿)

強い円背,下肢痛などの方の歩行訓練の進め方
・pg・や下目む｜が・こる・ｉ
・歩きにくさの原因の調べ方

・歩行gll錬より|も大切なことCIまお|)

・91背や下・痛の方の歩ぞiiLI・のコツ(・ａ)など

分利ま⑩

発症から長ｌ経過している片麻輝の方の歩行訓練の進め方
りHg・3aじてぃる|片麻葎のﾌぢの歩きにくさの・ｉ
・歩きにくさの原・の圈ペフき
・歩行S11縁よりも大切なこと(実技)
・片麻練の方の歩行訓練のコツ(実技)など

分科会⑩

パーキンソン･llきずり歩行の方の歩行訓練
･パーキンソン病による歩きにくさの・・
･歩きにくさの・ｉの・べ方
･歩5gll繍よﾘも大ｉなこと(Ｓ技)
･パー中ンソン病,glきずり歩fiの方の歩iilll練のコツ(実技)など

参加Ｒの納付をもってiE式F手ﾖし込みとなります.なお,参加・のａ台はいたしませんヵそ参加きの・・はｇ能です。

き時問帯で興味のあるおれ会へ目由にごか力lいただけ示す。

参加費とは別に材料費が必要になる場合は参加証に明記いたします。

もっとＳしい惰報は

匹－iｉ5１11１ [iij･
httl]･1/ＷＷＷ.tSUldlOCenlreC-rめ４/

参加希望分科会
現時点での希望があれぱ記載

9:45～11:15

分科会（　）

11:30～13:○○

分科会（　）

13:50～15:20

分科会（　）

15:30～17:UO

分科会（　）

ふりがな

参加者名
①Ｓｎｔ・・ ② ③ ④

法人名

勤務先名
連絡先
□勧S先

□目宅

lどちら訥こ7

TEL ＦＡＸ

謂求先
害類送付先
住所

(□勤務先□自き・どちらかEこｙをつけてください)
－

Ｔ

携帯電話
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